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ﾊﾊﾞﾘﾔ ﾑﾜｶ ﾑﾋﾟｬ  ﾊﾜｼﾞｬﾝﾎﾞ ｳｫﾃ?
（「新年おめでとうございます。皆さんお変わりありませんか？」）
前回、この「ナイロビ日記」をお送りさせて頂いたのが昨年の元旦
でしたので、まさに１年ぶりです。
Habari za siku nyingi?（お久しぶりですが、いかがお過ごしですか？）
先輩派遣教員から聞かされてはいましたが、任期２年目はあっという
間に過ぎ去っていきました。しかしまた、いろんなことがあった１年間
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でもありました。その一部を報告させて頂きます。
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ケニアのちょっと困った集　　　　
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ケニアのここが素晴らしい集








←別海町から、青年協力隊としてケニアに派遣された田畑くん。

写真は、ナイロビでの語学研修中に、語学学校の校長先生と一緒に撮影。

田畑くんは、ケニアのコースト地区モンバサで、罪を犯した少年達の厚生施設において、体育教師を務める。

別海町にはケニア在住経験者が他にも２名おり、不思議と縁がある。
Hu jambo?　 


スワヒリ語で「お元気ですか？」の意     








Kenyaナイロビ日記ＮＯ４  １st．Jan．2007


文責　北海道　野付郡　別海町立上春別中学校


ナイロビ日本人学校派遣　教諭　飯田雄士





雨また雨・・・


ケニアは４～５月が大雨期、10月末～12月上旬が小雨期ですが、今年の小雨期は、エルニーニョ現象なのか、大雨期並の大雨が続き、日本人学校も床上浸水を初めて経験しました。国内外での洪水による死者も多く、12月末の今も雨期が続いています。  


カビや病原菌の発生もあり、現在はリフトバレー熱という病気でたんさんの人が亡くなっています。家賃18万円の我家では、雨漏り音が心地よく響いています。





ノーベル平和賞マータイ教授と





峻大↑





息子が日本人学校に入学　


　　　　　　　　　３月まではナイロビの幼稚園に通っていた峻大でしたが、４月からナイロビ日本人学校の１年生となり、現在３名のクラスメイトと素晴らしい担任の先生に支えられながら、元気に生活しています。　　　　　　


毎週各２時間のENGLISHと図工の授業以外は日本語で行われるため、幼稚園で身につけた英語は忘れつつありますが、父親として息子の成長ぶりを毎日感じることが出来るのはとても幸せです。私が峻大を直接指導する機会はありませんが、全児童生徒の保護者が、私のように子供の成長を実感できるような学校作りを


目指していかなければならないと責任を感じています。


ちなみに、峻大は私のことを学校で「飯田先生」と呼んでいます。








ｱﾝﾎﾞｾﾘ国立公園より霊峰ｷﾘﾏﾝｼﾞｬﾛ





我がナイロビ日本人学校の教育課程　


学力低下にあせりを感じて指導可能にした発展的な学習内容。「特色ある学校作り」の名のもとに行われる成果主義による学校間競争。その結果として、学習指導要領の枠を越えた教育課程を余儀なくされ、履修漏れ問題に発展し、さらに「いじめ」による自殺の多発。まさに日本国内の教育は混乱しています。そんな方向が定まらない教育への不信感から、学校に対する保護者の要望は増える一方です。


ナイロビも例外ではなく、特に在外の教育的ハンデを心配する保護者からは、日本国内でトップの成果を上げる学校の情報をもとに、様々な要望が寄せられます。本来日本人学校は、「国内と同等な教育を保障する」ために、必要最小限の教員が日本から派遣されているのですが、早期英語教育の流れにのってインターナショナル校に通わせる日本人が増えている今、「同等」以上の教育をしなければ、「日本人学校離れ」が加速し、授業料減収により、学校の存続すら危うくなります。


９学級で８名の派遣教員という本校では、「やりたくても物理的に不可能」という教育活動が多いですが、17年度に実施した「学校評価」をもとに、今年度は教育課程の大幅な見直しを行い、「国語教育の重点化」「中集団の組織」「外部講師を招聘してのクラブ活動」等を核とした知徳体のバランスのとれた教育課程を編成しました。（詳しくは本校ホームページをご覧下さい）その結果児童生徒数が増加に転じ、19年度は念願の全校児童生徒40名以上を確保出来る見通しとなりました。しかし、今年度実


施した学校評価においても100を越える検討課題が生じており、次年度からは教頭が派遣されないという状況のもと、派遣教員全員で知恵を出し合いながら、現在19年度の教育課程を編成しています。














マラリア診断で、もう献血はできない・・・


昨年末、朝は体温が下がるが、夜になると38度を超える発熱という状態が続き、土曜日に病院へ行きました。血液検査では異常はなかったものの、インド人医師は「マラリアに間違いない」と診断し、直径1cm以上の大きなきつ～いタブレットを飲む羽目になりました。仕事を休むことが出来ない旨を説明すると、勤務終了後にインド人医師の自宅に来るように指示され、毎日お尻に痛～い注射。幸い１週間で症状は治まりましたが、あれは本当にマラリアだったのかなぁ・・・。





マタトゥに当てられ損・・・


　ケニア国民の足とも言える乗り合いタクシー「マタトゥ」。乗客獲得のために、無理な追い越しはするし、歩道は走るし、事故を多発しています。そのため、政府は14名乗り小型マタトゥの新規ライセンス発行を中止すると発表しました。そのマタトゥに、180万円もかけて購入した私の車（HONDA CR-V）が当てられました。


左折しようとした私の車に、歩道を直進して来たマタトゥが衝突するというクレージーな事故。幸い、日本人学校現地スタッフが、知り合いの警官を連れて来てくれたため、正当な事故証明を発行してもらえました。


しかし、修理に出したHONDAの特約店が大失敗。修理代ほしさに「１週間で直せる」と嘘をつき、何回連絡しても「来週できる」の繰り返し。一ヶ月経っても修理する気配もなく、「車を返せ」と言っても「部品を注文しているから無理」と言われ、結局、保険会社の人に立ち会ってもらって、けんか腰で交渉した結果、ようやく代車が出て、さらに３週間経ってようやく車が戻ってきました。修理代は、マタトゥ側の保険金支払いが遅いため、約１０万円をこちらが立て替えましたが、過去の例では、戻ってきたことはないとのこと。何とかしてくれぇ～。





落ちてもおかしくない飛行機


３月にケニアの海岸地方にあるワタムに、ケニアの国内線で旅行に行きましたが、予定していた飛行機が故障で飛ばず、代わりに来た飛行機にも異常が見つかり、結局空港で５時間待ち。３機目でやっと


OKとなった時、地上係員は「今日中に飛んでラッキーでしたね」と言ってました。 


そう言えば、マサイマラ国立公園に行った時も、未舗装の滑走路で石がぶつかってオイル漏れして、暑い中、外で２時間も放っておかれたなぁ・・・。


この１年半だけでも、


ｽｰﾀﾞﾝを平和に導いた英雄


がﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ事故で亡くなっ


たり、国会議員が乗った


飛行機が落ちて、追悼の


ために突然国民の休日に


なったり・・・








とってもコミュニケーション上手


ケニアにはハランベー（相互扶助）精神が根付いており、人々は助け合いながら生活をしています。娯楽が少ない分、人と人とのコミュニケーションを大切にし、道行く人々は、通り過ぎる人と笑顔で楽しそうに話しています。私が道を走っていると、いろんな人に声をかけられ、革靴で一緒に走りながら話してくる人もいます。ケニアには「ダメもと」精神があるので、中には「何かいい仕事ない？」とか、「ﾏﾀﾄｩ代20ｼﾙくれない？」と聞いてくる人もいますが、そんなのはごく稀です。道で休んでいる見知らぬ人に「ハバリ！（調子はどう）」と声をかければ、そこにいる全員が「ンズリ！！（いいよ）」と必ず笑顔で答えてくれます。ヨーロッパや南アフリカでは、あまり通じなかった私の英語も、ケニアの人は相手を理解しようと言う気持ちがあるので、けっこう会話が続きます。私にとってケニアは、とてもあずましい（北海道弁で居心地の良い）所です。





派遣教員がｶｰｼﾞｬｯｸに・・・


ナイロビの治安の悪さは相変わらずで、今年度は教員８名中２名がカージャックの被害に遭いました。１名は銃を突きつけられて一時的に監禁されており、恐怖は相当なものでした。ケニアの刑務所は囚人が立って寝るほど一杯であるため、警官は犯人をその場で射殺し、犯人は必死で逃げようとして、いっそう凶暴になります。


精神異常による犯罪は少なく、貧困ゆえの生活犯罪がほとんどです。





就労ビザ発行まで８ヶ月も・・・


４月に２名の派遣教員を迎えましたが、今年度は日本から航空便で送った荷物に○十万円もの税金をかけられて、一ヶ月以上も荷物を受け取れなかったり、就労ビザがおりなかったりして大変でした。ビザがなければ不法滞在となるため、日本大使館の領事さんにご足労願ったわけですが、申請したはずの書類はすでに紛失しており、書き直して再び順番待ちをするという状態でした。ケニアに長く住んでる方に聞くと、「５万シル（約８万円）くらい払えばすぐおりるさ」とのこと。またお金かよ～





オイル漏れした飛行機





野菜・果物・花が安い！


先日妻と一緒に買い物に行きましたが、外国人に人気の比較的高価な八百屋でも、リンゴ、イチゴ、スイートコーン、スクマウィキ（青汁くらい栄養があるほうれん草のような葉）、タマネギ、ニンジン、アボガド、レタス、トマト、大根など、３袋分たっぷり買って500ｼﾙ(約800円)。日本ではバラの花100本なんて買うのは、一生に一度、せいぜいプロポーズの時くらいの贅沢ですが、こちらでは1000ｼﾙ(約1600円)でＯＫです。


その他、ｺｶｺｰﾗが300cc16ｼﾙ(約25円)で、しかも瓶で飲めることが私は嬉しいです。瓶ｺｰﾗは、缶やﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙよりも、数段に上手いしﾘｻｲｸﾙになります！瓶ﾋﾞｰﾙの種類も豊富で、かなりいけます。でも「コールドとウォームどっちがいい？」と聞かれて、ケニアの人が必ず「ウォーム」と答えるのは納得がいきません。ｺｰﾗやﾋﾞｰﾙはやっぱり「バリディ　サナ（ベリーコールド）」でなくっちゃね。





いろんな人に会える


学校には海外視察に来た政府関係者


が立ち寄ります。今年度は前農林水産


大臣の中川昭一さんが訪問され、北海


道選挙区なので一緒に写真をパチリ。


映画監督の龍村仁さんが、象との


コミュニケーションについて映画や本で紹介している「象おばさん」ことダフニー・シェルドリックさんは、ナイロビで象の孤児院を経営しており、いつでもお会い　　


することができます。


東京五輪銅メダリストで、元全日本女子バレー監督、2006年世界バレーのケニアチーム監督を務めた菅原貞敬さんは、８月に日本人学校で、ケニアチームを連れてバレー実技講習を実施してくれました。　　　　　　　　　　　　　


日本のバラエティ番組にも出演しているノーベル平和賞授賞のワンガリ・マータイ教授は、日本人学校の子供たちと一緒に植樹を行ってくれました。


そして何よりも勉強になるのは、ケニアで活躍している様々な専門家や企業の方々とお知り合いになり、興味深い話をたくさん聞くことができることです。感謝！








峻大もバレー講習に参加





気分はワールドカップ！


日本人学校では、様々な国際交流が行われますが、体育科の私は、インター校との競泳、バスケット＆サッカーの対抗試合、運動会でのケニア公立校との交流の３つを担当しています。


交流と言っても、勝ち負けが決まるとなれば、学校と学校、国と国の面子をかけての真剣勝負。今年はバスケと競泳で勝利しました。


運動会リレーでは、


ナイロビの公立校の子


たちが速く、低学年は


完敗。年齢が上がるに


つれて、本校の子どもたちが盛り返したものの、僅差で敗れました。


課外活動で、スラムの子どもとサッカーの試合をしますが、裸足でプレーするスラムの子たちは上手く、ミスを道具やグランドのせいにする本校と子たちとは対照的でした。


竹島問題で、大人の日韓交流戦が出来なくなったのは残念でした。





ナイロビ北190km


標高1917mの赤道直下


ナニュキにて。


この近くでは鱒料理も食べられる。





ケニアコースト地方ワタムにあるゲディ遺跡。


17世紀に滅亡したアラブ・アフリカ風の都市跡。





ナイロビ北西85kmのナイバシャ湖にあるクレッセント島。


肉食動物がいないため、安心してウォーキングサファリが楽しめる。


写真後方には、キリンの姿も見える。


お肉大好きの私がランニングをしていたら、草食動物たちがパニックを起こしてしまった。地元の人によると、２年ぶりのパニックだったらしい。


ごめんなさい








「アフリカのヨーロッパ」を２国紹介。


左上は、南アフリカのケープタウン近くにあるアフリカ南西端の岬「喜望峰」。南アフリカの歴史は複雑で、オランダ人を中心としたヨーロッパ系のアフリカーナや世界一の金の産地を狙ってのイギリスの支配。白人労働者保護のために行われたアパルトヘイト・・・（1991年に廃止）。現在ヨーロッパ系住人が11%を占め、白人観光客も多く、経済は安定しているが、白人と黒人と貧富の差は未だに残る。経済の中心地であるヨハネスブルグには、世界一の大きなスラムが存在しており、ＨＩＶ感染率も高い。


右上は、アフリカ大陸の南東に浮かぶ巨島マダガスカルの東855kmに位置する、周囲100kmほどの小さな島国モーリシャスの首都ポートルイス。モーリシャスは人口の半数以上をインド系が占め、数％の中国系が経済の実権を握っている。もともとフランスの植民地であったが、その後イギリス植民地に。現在公用語は英語だが、国民のほとんどはフランス語を話す。サトウキビ栽培のみに頼っていたが、観光に力を入れることで経済成長に成功。現在は「インド洋の貴婦人」と言われており、治安もよく、教育水準も高い。


ケープタウンもポートルイスも、横浜みなとみらい21のような美しい街であった。








